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研究成果の概要 

本研究では、物質が自発的に応答する物質群の枠組みをつくることを目指している。特に、電子物質や電子

デバイスで発現させることに取り組んでいる。対象として、電子物性が豊富な「遷移金属ダイカルコゲナイド

（TMDC）」に注目している。今年度の研究では、TMDC結晶を空間的に変形させる技術を開発した。この技術

は、特定の刺激に応じて TMDC結晶が変形するというものである。 

TMDC結晶において、単層と二層では電子の状態が異なる。例えば、単層の TMDCでは直接遷移型、二層

では電子遷移の仕組みが変わり、間接遷移型に変化する。加えて、二層の TMDC結晶では、層と層の間の

積層角度によって「モアレ構造」と呼ばれる規則的な模様が現れ、これが電子状態に特別な影響を与える。こ

のモアレ構造により、最近では超伝導などの特殊な物理的性質の発現が見出されており、世界中で注目され

ている。 

これまでの二層の TMDC結晶を作る方法は、結晶の一部を機械的に剥がし、それを残りの面に貼り付けると

いうもので、一つずつ作製する必要があった。研究チームは新たに、溶液を使ったシンプルで規模を拡大でき

る（無数の二層の TMDCを作製する）手法を開発した。 

これまで、研究チームは分子接合を用いて TMDC結晶の電子状態を変える方法に取り組んできたが、今年

度はその技術を転用して、巨視的な結晶の変形に拡張した。具体的には、単層 TMDC結晶の上に、ある種の

分子性溶液を接触させると、数分後に自然に相分離現象が起こり、さらにその後、分離した液体が TMDC結

晶を折り曲げるという現象を発見した。このプロセスを使うと、数百から千近い二層 TMDCを効率よく作ること

ができることが分かった。この新しい方法を活用することで、特異な電子状態を持つ物質を大量に作製したり、

モアレ構造と物理的性質の関係を体系的に探ることが可能になると考えられ、新たな物質プラットフォームに

なると期待をしている。 
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